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各種非破壊試験法による低強度コンクリートの強度推定方法に関する研究 

 （その４：垂直コンクリート面に対する引っかき傷法の適用性）  

 

 
 

 
 
1．まえがき 
前報 1),2)では、試験用に作成した角柱形状のコンクリー

トブロックに対し、各種非破壊試験法（反発度法、超音

波速度法、ウインザーピン貫入抵抗法、引っかき傷法 3））

を適用して、低強度コンクリートの強度推定精度の比較

を行い、圧縮破壊試験による強度と非破壊試験による強

度推定値との相関係数が最も大きかったのは、引っかき

傷法であることを示した。また、実際の建物より採取し

たコンクリートコア供試体に対して引っかき傷法を適用

して、引っかき傷幅と圧縮強度の間には、強い相関関係

があることを示した 4)。 
本報では、設計強度が 15N/mm2～27N/mm2 の低中強度

コンクリートで作成した壁体の垂直面における引っかき

傷幅とコンクリート圧縮強度の間の相関関係を明らかに

して、垂直コンクリート面に対する引っかき傷法の適用

性を検討する。 
本試験法により、コンクリート供試体に対する圧縮破

壊試験を実施することなく、現場においてコンクリート

の早期強度を良好な精度で推定できれば、コンクリート

品質の早期の確認や、脱型可否の迅速な判断が可能とな

り、品質と安全性を確保しながらの打設作業の速度向上

を図ることが期待できる。  

2．実験概要 
設計強度が 15N/mm2，21N/mm2，27N/mm2 の 3 種類の

コンクリートより、高さ 100 ㎝×幅 100 ㎝×厚さ 20 ㎝の

壁体をそれぞれ 1 体ずつ（合計 3 体）作成した。型枠は、

片面を鋼製、それと反対の面を木製とした。養生方法は、

7 日間湿布養生、以後空中養生とした。この壁体の脱型後

そのままとした面（粗面）および脱型後に#24 砥石で研磨

した面（研磨面）に対して、打設後 1 週間後および 1 ヶ

月後に、図 1 に示すハンディータイプの引っかき傷試験

装置により引っかき傷をつけ、その幅を測定した。試験

実施状況を図 2 に示す。引っかき傷幅は，図 3 に示すコ

ンクリートコア採取位置 1 箇所につき 3 箇所ずつ計測し

た。引っかき傷幅測定位置を図 4 に示す。引っかき傷幅

の測定には、前報 2)で示した、コンクリート面に付けた傷

をＣＣＤカメラで撮影し、画像処理を施すことにより、

計測を 0.02mm 精度で自動的に行うことのできる光学測定

器を用いた。 
コンクリートの圧縮強度は、図 3 に示した位置から引

っかき傷試験実施後に採取したコンクリートコア供試体

により計測した。 

     
 図 1 ハンディータイプ    図 2 試験実施状況 
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図 3 コンクリートコア採取位置 

 
図 4 引っかき傷幅測定位置 
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3．実験結果 
鋼製型枠面（粗面）と木製型枠面（粗面）のそれぞれ

について、材齢 1 週間および 1 ヶ月の、圧縮強度と引っ

かき傷幅の関係を図 5 および図 6 に示す。また，両型枠

面の研磨面について、材齢 1 週間および 1 ヶ月の，圧縮

強度と引っかき傷幅の関係を図 7 に示す。図より、以下

のことが観察される。 
・ 同一供試体の鋼製型枠面と木製型枠面では、引っかき

傷幅はほぼ同じである。 
・ 型枠脱型後そのままの面で計測した引っかき傷幅と圧

縮強度の関係は、前報 2)で示した型枠面における強度

推定式に対して、圧縮強度の方が大きめの値を示す。 
・ 型枠脱型後に研磨した面で計測した引っかき傷幅と圧

縮強度の関係は、前報 2)で示した型枠面における強度

推定式と良好な対応を示す。 
・ 圧縮強度が 15N/mm2 以下の範囲では、圧縮強度と研磨

面の引っかき傷幅の関係は、以下の直線式でも推定で

きる。 
圧縮強度[N/mm2]= - 18.3×引っかき傷幅[mm] + 29.7 (1) 

なお、この式と実測データの相関係数は、0.89 である。 
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図 5 圧縮強度と引っかき傷幅の関係（鋼製型枠面） 
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図 6 圧縮強度と引っかき傷幅の関係（木製型枠面） 

圧縮強度と引っかき傷幅の関係（コア強度毎-両型枠研磨面）

y = -18.3D + 29.7

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

引っかき傷幅(㎜)

圧
縮

強
度

(N
/
㎟

)

鋼製型枠研磨面(目標強度15N/㎟)1週 鋼製型枠研磨面(目標強度21N/㎟)1週
鋼製型枠研磨面(目標強度27N/㎟)1週 木製型枠研磨面(目標強度15N/㎟)1週
木製型枠研磨面(目標強度21N/㎟)1週 木製型枠研磨面(目標強度27N/㎟)1週
鋼製型枠研磨面(目標強度15N/㎟)1ヶ月 鋼製型枠研磨面(目標強度21N/㎟)1ヶ月
鋼製型枠研磨面(目標強度27N/㎟)1ヶ月 木製型枠研磨面(目標強度15N/㎟)1ヶ月
木製型枠研磨面(目標強度21N/㎟)1ヶ月 木製型枠研磨面(目標強度27N/㎟)1ヶ月
前報近似曲線（型枠面） 前報近似曲線（切断面）
線形（前報切断面15N/㎟以下） 線形（前報型枠面15N/㎟以下）
線形（今回実験15N/㎟以下） R=0.89

 
図 7 引っかき傷幅と圧縮強度の関係（両型枠研磨面） 

4．結論 
 本報の結論は、以下のとおりである。 

1) コンクリート壁体の垂直面における引っかき傷幅と，

その壁体から採取したコンクリートコア供試体より

計測した圧縮強度の間には，強い相関関係がある。 
2) 低強度領域における上記の関係は、前報の角柱形状

のコンクリートブロックに対して行った実験と同様

に、1 次式で表すことができる。 
3) 脱型後の型枠面を研磨した場合とそのままとした場

合を比較すると、前者の方が引っかき傷幅と圧縮強

度の間の相関が大きく、精度の高い強度予測が可能

である。 
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